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熊取町の現状
1 人口①
 町中央部から北部にかけて広く
居住していますが、本町北西部
に位置する熊取駅をはじめ、熊
取団地や希望が丘等の住宅地に
おいて特に人口が集中していま
す。

 また、京都大学複合原子力科学
研究所、関西医療大学、大阪観
光大学、大阪体育大学が設置さ
れたことで、府内有数の「学園
文化都市」へと大きな発展を遂
げてきました。

図 町民の居住状況（人口総数）
資料:国勢調査（2020（令和2）年）
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熊取町の現状
1 人口②
 2010（平成22）年以降、人口は減少傾向にあり、2020（令和
２）年では約4.4万人となっています。今後、2045（令和27）年
には3.3万人程度になる見通しとなっています。

 高齢化率は年々上昇傾向にあり、2025（令和７）年には高齢化率
が30%を越えることが想定されています。

図 人口推移と将来推計
資料:国勢調査（～2020（令和2）年）国立社会保障・人口問題研究所（2025（令和７）年～
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熊取町の現状

図 熊取駅周辺図

2 鉄道
 町北西端に本町唯一の鉄道駅であるＪＲ熊取駅があり、主に通勤・
通学に利用されています。

 駅東側の駅前広場には、路線バス（４路線）やタクシーが乗り入れ
ています。また、駅西側では、2022（令和４）年12月に供用開始し
た交通広場に、タクシーが乗り入れています。

交通広場
（西側）

交通広場
（東側）
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2 鉄道（ＪＲ熊取駅の年間乗車人員数）
 2019（令和元）年度まで、約400万人で推移していましたが、新
型コロナウイルス感染症の影響により乗車人員数が減少し、2021
（令和３）年度には約310万人となっています。

 また、2020（令和２）年度以前と以後で、普通利用者、定期利用
者ともに大きく減少しています。

図 ＪＲ熊取駅の乗車人員数の推移

熊取町の現状

資料:熊取町統計書

※2022（令和４）年の乗車人員数は現時点で未公表



6図 路線バスネットワーク

熊取町の現状
3 バス（路線バス）
 本町では、南海ウイングバス、和
歌山バス那賀の２社が運行してい
ます。

 南海ウイングバスは主要３ルートで
ＪＲ熊取駅と地域を連絡していま
す。（一部の便はＪＲ熊取駅を経
由して南海泉佐野駅に接続。）

 和歌山バス那賀はＪＲ熊取駅から
和歌山県紀の川市に立地している
ＪＲ粉河駅までを接続する広域路
線となっています。
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図 ひまわりバスネットワーク
と町民の居住状況

熊取町の現状
3 バス（ひまわりバス）
 1999（平成11）年度に無償で運行を開
始し、2010（平成22）年度より有償
（１乗車100円）で運行しています。

 熊取町役場を起点に、町の主要な公共
施設と各地域を２台４コースで循環運
行しています。

 町民が住んでいる地域を網羅的に運行
しています。

ジャンプ君号

メジーナ
ちゃん号

※2021（令和３）～2023（令和５）年度:運賃無償化実施
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熊取町の現状
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4 バスの棲み分け
 路線バスとひまわりバスが共存していけるよう、競合
することなく、相互に補完し、役割分担を明確に効率
的な輸送につとめています。

熊取町の現状

熊取駅
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熊取町の現状
5 バスの年間利用者数（路線バス・ひまわりバス）
●路線バス
 以前から減少傾向にありましたが、新型コロナウイルス感染症の
影響により、2020（令和２）年度には、大きく減少しました。

 路線別にみると、大阪体育大学・つばさが丘方面に向かう「府営
熊取団地線」、関西医療大学方面に向かう「南海熊取ニュータウ
ン線」での利用が比較的多くなっています。

●ひまわりバス
 近隣のコミュニティバスでは減少や横ばいの自治体が多い中、2019（令
和元）年度まで、年々増加しています。

 2020（令和２）年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、約5万
人にまで減少しましたが、2021（令和３）年度以降は運賃無償化の効果
もあり、2022（令和４）年度では、8万4633人と、過去最大の利用者数
となっています。



11図 路線バス・ひまわりバスの利用者数の推移

熊取町の現状

資料:熊取町統計書・熊取町資料
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図 コース別にみたひまわりバスの利用者数の推移

熊取町の現状
5 ひまわりバス
（コース別年間利用者数）

 コースごとにみると、青葉台方
面循環コースの利用が最も多く、
自然公園方面循環コースの利用
が最も少なくなっています。

路    線    名
2018

(平成30)
年度

2019
(令和元)
年度

2020
(令和２)
年度

2021
(令和３)
年度

2022
(令和４)
年度

つばさが丘方面循環コース 17,776 17,569 12,701 16,930 21,880
七山方面循環コース 14,115 16,301 13,346 18,299 22,976
青葉台方面循環コース 19,968 20,349 15,086 20,590 25,501
自然公園方面循環コース 11,484 11,916 8,633 11,729 14,276
総数 63,343 66,135 49,766 67,548 84,633

利用者数（人/年度）
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熊取町の現状

図 町民の居住状況（高齢化率）

6 顕在化する課題①
 町中央部から北部にかけて高齢
化率が高くなっており、高齢化
率が42%を越えている地域もみら
れます。

 高齢化の進展に伴う「ラストワ
ンマイル問題」を含めた移動困
難者の増加など、課題が顕在化
してきています。

資料:国勢調査（2020（令和２）年）



14図 ひまわりバスの事業費と運賃収入の推移
※2021（令和３）、2022（令和４）年度は 運賃無償化のため運賃収入は無し

熊取町の現状
6 顕在化する課題②
 ひまわりバスの運行には、年間約4,000万円以上の費用が投入されてお
り、そのうち90%以上を町が負担しています。

 バス停新設やコース見直しなどの要望にお応えし、利便性向上につと
めておりますが、一方で事業費は年々増加傾向にあります。
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〇熊取町公共交通会議〔2021（令和３）年５月設置 計８回開催〕
熊取町の公共交通の今後のあり方について検討することを目的に、本

町の公共交通網の現状認識を深め、不足している点を浮き彫りにすると
ともに、交通事業者や住民の声を集約し、持続可能な公共交通網形成の
検討を行うべく、熊取町公共交通会議を「法令に基づかない任意の会議
体」として設置。（R3.5.14）
・設置根拠:熊取町公共交通会議設置要綱 ※根拠法令なし
・開催回数:令和３～４年度 計８回
・委 員:９名（学識経験者、自治会、⾧生会、運輸局、

バス、タクシー、議員２名、警察）
・主な事業:公共交通に関するアンケート調査

（2021（令和３）年７～８月実施）

公共交通ワークショップ
（2022（令和４）年11月 全３回開催）

公共交通に関する取り組み①
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〇公共交通に関するアンケート調査〔2021（令和３）年７～８月実施〕
高齢化の進行等に伴い、今後の町内公共交通のあり方について広く意見を聴き、町全体として利便

性向上を図るべき、との声が高まっていることから、課題・ニーズ等を抽出すべく実施。
・配布部数:1,500部（各区、自治会650部 公共交通利用者 850部）
・回収総数: 636部（各区、自治会432部 公共交通利用者 204部）

【回収率42.4%】
・結果概要:公共交通の特色があらわれた結果となり、全体としての経済効率化を望む声（例:これ

以上の税金投入は望まない等）と地域、個人単位としての利便性向上を望む声（例:バ
ス停が遠い、便数が少ない、ひまわりバスの駅への乗り入れや逆回り運行等）に分かれ
る傾向が見られた。
なお、ひまわりバスに関しては、週に1回以上利用している回答者のうち、７割以上で満
足またはやや満足の評価をいただいた。
※結果詳細については、第２回協議会にて説明予定

公共交通に関する取り組み②
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公共交通に関する取り組み③
〇公共交通ワークショップ〔2022（令和４）年11月 全３回開催〕
利用者、住民の“生”の声の収集、異なる立場の参加者同士の考えや課題の相互理

解を目的として開催。
・参加者 :13名

（内訳）高齢者（２名）、校区福祉委員（５名※校区毎）
学生（４名）、一般公募住民（２名）

・総括 :熊取町公共交通会議 井上会⾧
・交通事業者:大阪第一交通㈱、南海ウイングバス㈱
・結果概要 :現在の利用者のこと考えると大きな変更は難しいが、公共交通の

使い方・使い分けを考える（知る）ことや地域公共交通を活用して
もらうことが大切など今後の課題が浮き彫りになった。
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公共交通に関する取り組み③
◆第 1 回ワークショップ
【参加者の意見】
⇒利用したことがない、よく知らない、不便
・バスやタクシーが移動手段として選ばれない
・バスの現行サービスに対する不満（便数が少ない、ダイヤが合わない等）

【交通事業者の意見】
・バス・タクシー利用者が減少している
・バス・タクシー運転手の確保が困難となっている

◆第２回ワークショップ
⇒利用してみたら案外便利、使い分けや使い方を考えると活用しやすくなる
・利用してみないと意見が言えないので、試しにひまわりバスを利用して
みると、思った以上に利用しやすく感じた。

・利用している人からは、目的に応じた使い分けをしていると聞いた。

◆第３回ワークショップ
⇒公共交通の良さを活かして選択肢として選んでもらうための取組みが必要
・梅田へ成人した娘に会いに行くのに、いつもなら車で移動していたが、今回
は公共交通を使って移動した。そのおかげで帰りの心配をする事なく娘と一緒
に楽しむことができた。

・こういった場に参加したからこそ、公共交通を移動手段の選択肢として選ぶこ
とができたし、楽しいひと時を過ごす要因となった。

※結果詳細については、第２回協議会にて説明予定
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公共交通に関する取り組み④
〇熊取町AIオンデマンド交通実証実験
〔2022（令和４）年９月15日～11月14日実施〕
高齢化の進行等に伴い、今後の町内公共交通のあり方について広く意

見を聴き、町全体として利便性向上を図るべき、との声が高まっている
ことから、課題・ニーズ等を抽出すべく、「ルート設定等にAIを活用し
た、タクシー車両１台による予約制乗合運行の実証実験」を実施。
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公共交通に関する取り組み④
〇熊取町AIオンデマンド交通実証実験結果概要
・運行回数:165回（58日間）
・利用者数:49名 のべ205名
・アンケート回収部数:64部（内有効回答40部）
※結果詳細については、第２回協議会にて説明予定
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公共交通に関する取り組み
（参考）これまでの経緯

2021（令和３）年５月14日 熊取町公共交通会議設置（熊取町公共交通会議設置要綱制定）

５月24日 第１回熊取町公共交通会議開催

（内容:会⾧・副会⾧選任、会議の目的、町の現状・課題等）

７月６日 第２回熊取町公共交通会議開催（内容:アンケート調査の実施等）

７月～８月 公共交通会議において「公共交通に関するアンケート調査」実施

10月８日 第３回熊取町公共交通会議書面開催

（内容:アンケート調査結果、実証実験の実施等）

2022（令和４）年１月５日 AIオンデマンド交通実証実験実施（～２月末）

※新型コロナウイルスのまん延防止等重点措置適用により１ヵ月で中止

３月10日 第４回熊取町公共交通会議開催（内容:実証実験結果、会議法定化予定等）

2022（令和４）年５月19日 第５回熊取町公共交通会議開催（内容:実証実験再実施、会議法定化予定等）

６月22日 熊取町公共交通検討業務契約【計画策定に向けた委託】

８月４日 第６回熊取町公共交通会議開催

（内容:実証実験再実施、ワークショップ設置、会議法定化予定等）

９月15日 AIオンデマンド交通実証実験再実施（～11月14日まで）

11月中 公共交通ワークショップ開催（全３回）

12月初旬 第７回熊取町公共交通会議書面開催（内容:実証実験速報結果報告、会議法定化予定等）

2023（令和５）年１月18日 第８回熊取町公共交通会議開催

（内容:実証実験結果報告、ワークショップ結果報告、協議会規約案等）

２月３日 熊取町公共交通協議会設置（熊取町公共交通協議会規約制定）


